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(6頁か らつづ-<)

ましたが､これは､肌ざわりもよく､アイロンの必要も

ありませんので､ねまきの生地として好ましV,ものです.

要尺は90センチ幅のもので着丈の二倍 2.5メートルで8

0仙位で出来上りました｡働き着には地味なものをえら

ぶのがよV,のですが､ねまきにはかわV,らしい柄か色の

もので作 った力がよいでしょうO

J裁方 と 縫方

◎ ね ま き A

裁方は着丈二倍のものを二つに折り､凶 (1)のように

裁ち､わの方ははさみを入れて四枚にする｡ 裾は図(2)

のように裁ちそろえる｡

経方は ①背縫をする｡･3見返しを身頃にまつりつけ

る.⑧脇を縫う.①前後の肩を縫い合わせ､接衿の]F7L返

しを身頃にまつるO⑤袖口縫代を身頃にまつる｡⑥裾を

三つ折にしてまつる｡〔勤打ち合せに紐をつける｡

@ ね ま き B

戟方は着丈二倍のものをたて､よこに折り区L(1)のよ

うに裁つ｡ 脇線の斜めのところで､衿ぐりの始末に用

V,るバイヤスをとるo (衿ぐりからの裁ち落しでポケッ

トにしてもよい)

縫方は手随でもミシンを使う時でも袋縫いにするとよ

い.①衿ぐりをバイヤスで始末し､ゴムテ-70の通せる

ようにする｡⑨袖下､脇をつづけて縫う｡⑨袖口を図(2)

のようにして縫う｡⑥裾をまつる｡⑤ゴムテープを入れ

る｡ (ゴムテ-70は衿ぐり60センチ､袖口35センチの長

さのものを二本)｡ (外 聞 千 代 )

O

｢訂 正｣

先月号の｢稲の生育と温唆 ｣の記事中 ｢ヒ歩 合 が

高 くな る｣は｢シ イナ歩 合 が高 くな る｣

のあやま りです｡8ペー ジの下 か ら三段 目にあ りますか

ら訂正 して下 さい｡ 編 集 係
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